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第３回部活動在り方検討委員会報告事項について
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資料１



第２回検討委員会の振り返りについて（令和５年１２月２１日開催）
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・令和５年度の部活動地域移行の取組状況
～スポーツ協会との委託契約の締結、広報の掲載、地域移行の活動を開始した
３種目について説明

・登別市・安平町の視察報告
～令和５年１１月７日～８日かけて、教育委員会、スポーツ協会とで実施した
安平町、登別市への視察概要について説明

・留萌市における部活動の在り方に関する提言の検証
～令和４年１２月に提出のあった提言書の内容の進捗状況について説明

協議事項

・未着手の種目について
→令和６年２月より第２回目の種目別会議を実施する旨説明
・教職員の兼職兼業について
→地域移行をしている種目としていない種目で手当の額に差があり不公平感が
生じる。（資料２で説明）

・広域連携の必要性について
→将来的に団体種目については、人数の減少により近隣の町村と連携をしながら
行っていくべきではないか。



第２回種目別会議の実施について

令和５年１０月より３種目の地域移行の活動がスタートしましたが、令和
５年度中に地域移行の活動ができなかった５種目について第２回目の種目別
会議を実施

開催期間 令和６年２月１３日～３月１日 計５回

対象種目 ソフトテニス、サッカー、バスケットボール、野球、
吹奏楽 計５種目

各校部活顧問、少年団関係者、スポーツ・文化関係団体
スポーツ協会、教育委員会

第１回目種目別会議からの進捗状況

部活動の現況と地域移行に係る意見交換

３

参 加 者



ヒアリングの結果について①

ソフトテニス 令和６年２月１３日（火）実施

卓 球

２月８日（水）実施

４

・令和６年度から木曜日であれば指導に行ける。(ソフトテニス協会）
・外部指導者に任せるのではなく、顧問の先生が必ずついて指導を
行う。

・４月は学校のコートの雪がとけていないため、スポーツセンター
を予約して行う。

・生徒の送迎手段の確保が必要である。

・令和６年度の４月より活動を開始し、「ソフトテニス協
会の大塚さん」を指導者とする。

・活動場所は冬季はスポーツセンター、夏季は留萌中学校、
見晴公園テニスコートを練習場所とする。

・外部指導は顧問の先生が必ずついたうえで行う。
・生徒の移動手段については検討していく。

出席者 ～ ソフトテニス協会、留萌中学校顧問、スポーツ協会、教育委員会



ヒアリングの結果について②

バスケットボール 令和６年２月１６日（金）実施

卓 球

２月８日（水）実施

５

・港南中学校の外部指導で市職員２名が休日に男子の指導に来てい
ただいている。

・港南中学校の女子については少年団として活動しており、地域移
行後もやることは変わらない。(指導者は市職員）

・クラブ活動とは別に週１回程度なら手伝える。(バスケ協会）
・全道大会に出場し、ベンチで指導するためにはライセンスの取得
が必要であり、費用については実費である。

・人数がいるうちは学校単位で活動し、将来的には人数が
減っていくため合同化を視野に進めていく。

・指導者として市職員３名（兼職対応）、旧北光中学校で
クラブ活動をしている川上歯科の川上先生に支援を打診

・指導者のライセンス取得の費用負担については要検討

出席者 ～ バスケットボール協会、バスケットボール少年団指導者、留萌中学校顧問、
港南中学校顧問、スポーツ協会、教育委員会



ヒアリングの結果について③

サッカー 令和６年２月１９日（月）実施

卓 球

２月８日（水）実施

６

・サッカー協会の立場で指導は難しいが、個人としてサポートして
いくのは可能

・練習場所として、スポーツセンター、船場公園、浜中運動競技場
が考えられるが、浜中だと留萌中学校の移動が大変

・中学校の指導については、Ｃライセンスが必要になる。
・５月から１０月がシーズンで、月３週は土日に大会等で遠征に
行っている。

・顧問の先生がメインで指導し、スポーツ協会職員の中路
さんがサポートとして入る。

・活動については平日、場所はスポーツセンター、船場公
園、浜中運動競技場、留萌中学校グラウンドなどを使用

・休日の地域移行については今後検討

出席者 ～ サッカー協会、留萌中学校顧問、港南中学校顧問、スポーツ協会、
教育委員会



ヒアリングの結果について④

吹奏楽 令和６年２月２０日（火）実施

卓 球

７

・一番の課題は指導者の確保である。
・コンクールの制度が追い付いておらず、次年度はＡ編制は合同
チームが出場できないが、次々年度から合同チームでもＡ編制で
出場できるよう話が進んでいる。

・文化センターで試行的に合同練習をしてみてはどうか。
・大きい楽器、太鼓等などは市民吹奏楽団から借用できないか。

・令和６年度から文化センターで合同練習を試行しながら、
今後の運営方針を検討

・民間指導者の発掘・文化センターへの楽器運搬の費用等
については今後の課題

・市民吹奏楽団に楽器借用について問い合わせを行う。

出席者 ～ 留萌地区吹奏楽連盟、留萌中学校顧問、港南中学校顧問、スポーツ協会、
教育委員会



ヒアリングの結果について⑤

野球 令和６年３月１日（金）実施

卓 球

８

・留萌中・港南中どちらも新１年生が加入すると９名もしくは９名
以上になるため合同チームにならない可能性がある。

・来年度の旧留萌高校グラウンドを使用した三者協定については、
留萌教育局、ヒーローズと詰め切れていない部分もあるため、今後
協議していく。

・新年度の早い段階で、両中学校の部員体制がわかり次第
打ち合わせを行う。

・ヒーローズの活動については、留萌教育局と協議を進め
合意形成ができたうえで活動をする。

出席者 ～ 留萌中学校顧問、港南中学校顧問、スポーツ協会、教育委員会



保護者への説明会の実施

９

ソフトテニス

YouTubeにて外部指導者紹介

YouTubeと合わせ、令和５年１０月１１日、
集合形式で保護者説明会を実施

令和６年３月１４日、集合形式で保護者説明
会を実施

バレーボール

陸上競技

卓球 YouTubeにて外部指導者紹介

※その他の種目については、移行時期が決定し、要望があれば順次保護
者説明会を実施する予定



令和６年度の部活動地域移行の見通し
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ソフトテニス 令和６年度４月より実施予定

バスケットボール

令和６年度より調整ができ次第実施予定サッカー

令和６年度より調整ができ次第実施予定

吹奏楽
令和６年度より合同練習を試行しながら
協議を進めていく

野球 令和６年度の早い段階で協議を行う

バレーボール、陸上競技、卓球（港南中）

留萌中については、引き続き留萌卓球協会と
協議を進めていく予定

卓球（留萌中）

移行済みの種目

未実施の種目



令和６年度における取組について

留萌スポーツ協会との再委託について

・令和５年度に引き続き、留萌スポーツ協会にコーディネーター業務として
再委託を予定
令和６年度については、４月１日からの契約手続きを進める。
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委託業務内容（令和５年度と同様）

・指導者に対しての報酬支払 ・生徒、保護者、関係機関との連絡調整
・連絡調整会議の開催 ・スポ―ツ安全保険の加入
・部活動の地域移行に係る周知、啓発

・道教委との契約については令和６年度についても引き続き、地域スポーツ
クラブ活動体制整備事業を申請しており、留萌教育局と教育委員会の契約
時期については、スポーツ庁と委託業者の契約日以降となるため、準備が
整い次第契約手続きを進める。

※令和６年度の活動については、４月中旬を目途に各中学校から２・３年生
の名簿を提出していただきスポーツ安全保険に加入出来次第、活動を開始、
新１年生の名簿については準備が出来次第提出していただく。



教職員の兼職兼業に対する試行的運用について
概 要

地域部活動において兼職兼業による指導を希望する教職員への報酬を支払うことで、従来の部活動と地域部活動

の休日の活動における報酬の差異の解消を図り、今後の地域移行を円滑に進めていくため、試行的運用として、兼

職兼業を希望する教職員による休日の部活動の指導に対して報酬を支払うこととした。

実施期間

令和６年２月１７日～令和６年３月３１日（休日の３時間が対象）

希望人数

・留萌中学校 ２２名中１３名希望

～野球部２名、サッカー部２名、ソフトテニス部２名、卓球部３名、男子バスケ部１名、女子バスケ部１名、

吹奏楽部２名

・港南中学校 １４名中８名希望

～野球部２名、サッカー部２名、卓球部１名、女子バレー部１名、男子バスケ部１名、吹奏楽部１名

２月実績
・留萌中学校 １１名指導 計５０時間 ５０時間×１,６００円＝８０,０００円

・港南中学校 ６名指導 計３６時間 ３６時間×１,６００円＝５７,６００円

資料２

３月見込

・留萌中学校 １３名指導 計１１７時間 １１７時間×１,６００円＝１８７,２００円

・港南中学校 ８名指導 計７２時間 ７２時間×１,６００円＝１１５,２００円


